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― 新潟県少年自然の家後援会 ―

新潟県少年自然の家は、小学生を中心に県
内外から年間３万人を超える利用者があり、
日帰り活動、宿泊活動とそれぞれの利用団体
の目的に合ったきめ細やかなメニューを選択
することができ、海・山・川など自然を満喫
できるすばらしい活動内容と指導経験豊富な
スタッフが揃っているところが利用者にとっ
ては大き な魅力と なってい るものと 思いま
す。

利用者が最初に目にする風景は、自然の家
職員はじめ、地元の乙中学校、自然の家後援
会、地域の利用者など多くの人たちの御協力
により程よく手入れされた赤松林ではないで
しょうか。幾度となく訪れている私たちも豊
かな自然を感じることができるこの施設で、
クラスの友達と団体生活を体験する子どもた

ちにとっては不安と楽しみが共存し、眠れな
い子、ホームシックになる子、夜中まで遊ん
でいる子など活動期間中は引率の先生方も自
然の家の先生方も気の抜けない時間を過ごし
ていることと推察するところであります。そ
の御労苦に対し心から敬意を表したいと思い
ます。

現在、胎内市を含め全国的にも少子化が進
み、子どもたちは手軽にひとりで遊べるテレ
ビゲームやＤＶＤなどを楽しむ傾向にあり、
友達との関わりの部分での経験不足から気持
ちのやり取りが希薄になりがちです。自然を
満喫しな がら友達 と力をあ わせ課題に 取組
み、達成感や満足感、ありがとうという感謝
の気持ちなどを習得することができる自然の
家での集団活動は、これから経験しなければ
ならない多くの事を学べる施設として益々重
要となってくるものと考えております。

今後とも多くの皆さまから御利用いただけ
ますよう後援会の皆様方の御支援をお願い申
し上げます。

今年度も後援会の皆様から多くの御支援を
いただきました。松葉かき、草刈り、タイヤ
の設置等。新たにテントの設置も無理をお願
いしました。資金面での援助も含め、どれも
豊かな活動を支える大切なものでした。

「利用者が『施設も敷地も整えられていて
気持ちいいです。』と喜んでくれています。
御協力ありがとうございます！」「喜んでも
らえるのが 私たちも一番 うれしいね 。」（少
し胎内弁で）笑顔の即答に私もたいへんうれ
しくなりました。後援会の皆様の、自然の家
を子どものように、また、自分のことのよう
に思って見守ってくださる温かさや環境整備
の力仕事に時間を惜しまず参加してくださる
頼もしさに感謝の気持ちでいっぱいです。

今後も利用者の笑顔が自然の家にあふれる
よう、地域の皆様との絆をさらに深めながら、
所員一同努力してまいります。一層の御支援
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま
す。

御支援に感謝します

新潟県少年自然の家
所長 小田 智美

開所以来38年、少年自然の家の建物は古く
なって施設の傷みも見られる中、毎年、利用
人員３万人を超える状況を聞くたびに驚きを
感じ得ません。

これは、所長以下職員の皆さんが、利用増
を目指して創意工夫を凝らし、青少年の健全
育成に向けて日々中身の充実に努められてい
る賜物と、深く敬意を表する次第であります。

地元後援会３地区の私どもも、せめて環境
整備だけでも貢献したいと頑張っているので
すが、元気に飛び跳ねている子どもたちの姿
を見て、疲れも吹っ飛んでやり甲斐のある喜
びを感じております。

グラウンドゴルフ会員の皆さん、乙中学校
全校の皆さんも毎年応援してくれます。

松葉かき、草刈り、遊歩道整備、遊具設置
と、これからも力をあわせて頑張ります。

後援会活動の生きがい

新潟県少年自然の家
後援会副会長
桃崎浜区長 伊藤 貞夫
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今年度も多くの方々からご奉仕いただきました

□ 平成23年４月10日 松葉等集積作業･･･胎内ＧＧＲ

□ 平成23年４月14日 松葉等集積作業･･･乙中学校全校生徒

□ 平成23年４月16日 松葉等運搬処理作業
３地区から、以下のとおり参加をいただきました。
ありがとうございました。

（敬称略・順不同）

□ 平成23年４月21日
３地区から、以下のとおり参加をいただきました。
ありがとうございました。

（敬称略・順不同）

・乙地区（17名）
伊藤 謙豪 田村 文夫 ○川崎 孝

○南波 精咲 ○小野 敞平 ○斎藤 広司
時田 政義 ○南波 幸男 ◇天木 義人
室本 幸治 ○南波 定敏 高橋 明
渡辺 郁夫 ○川崎 克 川崎 均

○諸本 三也 遠山 裕一

・桃崎浜地区（20名）
伊藤 貞夫 ○本田 勝夫 上野テル子
八尋 光恵 馬場 義行 阿部 香織
松田はま子 本田 良雄 小林 和枝
馬場 敏雄 大武 譲 ○南波 好二
菅 みどり 須貝 一敏 猿田 一枝

○室本 秀雄 本田祐次郎 菅 定雄
南波 吉一 本間 英幸

・荒井浜地区（10名）
長野 彰夫 長野 正夫 古田 新一
八幡 弘 相馬 浩 野澤 修
阿部 吉一 阿部 正生 山田 進
佐々木 徹

・その他協力者（８名）
阿部 里枝 石栗美津子 時田 カネ
糸魚川ツヨ 山口 一子 河内 誠子
伊藤 弘子 河内 勝子

※ ○軽トラック提供者、◇小型ショベル提供者

・乙地区（２名）
田村 文夫 渡辺 郁夫

・桃崎浜地区（２名）
菅 定雄 本田 勝夫

・荒井浜地区（２名）
長野 彰夫 八幡 弘

松 葉 か き

テ ン ト 設 置
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□ 平成23年７月３日
３地区から、以下のとおり参加をいただきました。
ありがとうございました。

（敬称略・順不同）

□ 平成23年11月８日 設置
３地区から、以下のとおり参加をいただきました。
ありがとうございました。

（敬称略・順不同）
・乙地区（３名）

伊藤 謙豪 小野 敞平 渡辺 郁夫

・桃崎浜地区（６名）
伊藤 貞夫 三浦 昭男 藤木 恒夫
宮川 芳男 小林 鋼一 本田 勝夫

・荒井浜地区（４名）
八幡 弘 長野 正夫 野澤 修
阿部 吉一

・乙地区（15名）
伊藤 謙豪 小野 敞平 天木 義人
南波 精咲 川崎 均 時田 保弘
時田 政義 南波 定敏 渡辺 郁夫
室本 幸治 南波 幸男 高橋 明
田村 文夫 高橋 英夫 諸本 三也

・桃崎浜地区（10名）
伊藤 貞夫 藤木 繁一 宮川 芳男
三浦 昭男 本田 勝夫 小林 鋼一
三浦 春男 藤木 恒夫 菅 定雄
本間 吉之祐

・荒井浜地区（10名）
長野 彰夫 佐藤 実 山田 進
阿部 吉一 相馬 浩 野沢 源治
佐々木 徹 阿部 正生 野澤 修
長野 正夫

草 刈 り

タ イ ヤ 遊 具 設 置

新潟県少年自然の家後援会報



( 4 )

地域や行政等と連携して少年自然の家施設内の樹木

にネームプレートを設置し、安全で豊かな体験活動の

ための環境整備を図りました。

平成23年８月11日実施

以下の方々から、参加をいただきました。

・外部講師（新潟地域振興局農林振興部）
・乙中学校職員
・乙中学校生徒

＜アルミ製案内看板の更新＞

正門に設置してある看板が簡易な作りで老朽

化もはげしく、強風で飛ばされる等放置でき

ないため、恒久的のものに取り替えました。

＜アルミ三脚脚立の購入＞

当所技術員による庭木の剪定、冬囲い・撤去

作業として植栽管理のため、脚立を１台購入

しました。

平成２４年度 後援会事業計画（案）
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案内看板の更新や三脚脚立の購入

樹銘板設置活動による環境整備について
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